
岡山大学教育学部附属中学校 PTA
PTA会長 平田 知之

持続可能なPTA活動に向けて



教育理念 自主自律 豊かな心で たくましく

生徒数

1学年 180人

2学年 175人

3学年 180人

計 535人

※各学年附属小学校からの
入学者約100名を含む

岡山大学教育学部附属中学校 学校紹介1



岡山大学教育学部附属中学校 学校紹介2



目的

◆学校、保護者が協力してサポートし、子ども達の学校教育をよりよいものにする

◆PTA活動を通して、保護者の学校教育への理解を深める

◆保護者同士のネットワークづくり

◆地域との連携

方針

短時間の活動を、多くの保護者の方に携わっていただく

⇒一部の方だけにPTAの活動が偏るのではなく、多くの保護者で取り組むことにより、
より多くの保護者が学校との接点をもち、学校教育への理解を深めることができる。
結果、学校・保護者でより連携のとれた、持続可能な子どもへのサポートができる。

PTA組織の目的と方針3



PTA本部役員

PTA専門委員

厚生文化 広報

会長 副会長 会計監査 会計 書記顧問

PTA組織4



◆全体の方針の策定、とりまとめ

◆PTA委員の募集

◆PTA研修会、中附連などへの参加、
参加後に情報発信

◆ボランティアの企画、運営

◇クリーンアップ大作戦

生徒会執行部から、PTA本部役員に企画提案

PTA組織 ー本部役員の仕事

◇岡附ェス

◇卒業ボランティア（3年生のみ）
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広報委員会

◆ホームページ/会員ブログの取材・更新（毎月1～2回）＊参観日、生徒会活動、部活動など

◆広報誌/新聞づくり（年１回発行）＊学校の取り組み、学年ごとの子ども達の様子

PTA組織 ー専門委員会

学校と保護者をつなぐ役割として、PTA活動や、子どもたちの様子を発信する。

厚生委員会

◆登下校査察
◆運動会査察
◆校外活動
◆地域の交通安全母の会
への参加

生徒の安全な登下校をサポートするため
の活動をする。

文化委員会

◆情報交換会
◆文化講座・懇親会
◆ぞうきん大作戦
◆運動会の飲食販売
◆私立高校見学

PTA会員同士が親睦を深め、学校との繋
がりを持つことで信頼を築くこと、家庭で子
どもとの会話を楽しんでいただくことができる
ような活動をする。
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中学校から仕事をはじめ
る保護者も多く、時間の
負担で応募が減る傾向。

負担が大きいイメージが
あるのではないか。

附属小以外から入学の
保護者の応募が少ない。

委員募集が「挙手制」で
あることも原因かも。

PTA組織 ー委員募集の方法

挙手制 アンケート制

2018年度

◆「短時間の活動を、多くの保護者の方に携わって
いただきたい」という方針の告知強化

◆具体的な活動、かかる時間を明記

Do（実行）Plan(計画）

2018年度（移行期）、2019年度以降

１、募集告知の改訂

２、募集方法の変更

短時間でより多くの人に携わっても
らえるよう募集の仕方を変えたい
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委員 文化委員 43名
厚生委員 37名
広報委員 17名

ボラン
ティア

クリーンアップ大作戦 161名
岡附ェス 73名
卒業ボランティア
(3年生）

16名

合計 347名

令和3年度は、約64％の347名の参加！
方針通り、より多くの人に学校の教育に参加してもらう状態になっている。
広報委員会の応募が少ないことが課題。

令和３年度の委員、ボランティア等の募集状況

Check（評価）
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広報委員会は、1人あたりの活動時間が他の委員会より多く、パソコン作業や原稿作成の難易
度が高いイメージもあり、応募が少ない。短時間で多くの人に関わってもらうために見直しが必要。

Action（改善）



行事などの
削減・変更

対面活動の自粛
オンラインの活用

拡大
臨時休校

時差登校
分散登校

学校を取り巻く
新しい動き

新型コロナウイルス感染症
の感染拡大

※出典 文部科学省 中央教育審議会
「令和の日本型学校教育」の構築を目指して
（答申）より

岡山県の感染者数と死者数の推移（月別）

※出典 中国新聞デジタルより

コロナ禍、働き方改革等の環境変化9



＜5月分散登校の様子＞

With コロナでの新しい学校生活へ

会えない
みんなへ
メッセージ
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昨年度5月末の学校再開の最初は
クラスの半分の人数ずつ登校する分散
登校。生徒から、コロナのつらさを一緒
に乗り越えようというメッセージや、
「学校に行けなくなって友達の大切さ
に気づいた」という声も。

感染拡大防止のため、
アルコール消毒液の設置。
サーキュレーターと扇風機
をまわし窓を２方向に開
放しての換気、手洗いが

徹底されるように



＜総合的な学習の時間 成果発表会＞＜生徒会役員選挙＞
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With コロナでの新しい学校生活へ11



With コロナでの新しい学校生活へ

臨時休校中の取り組み

郵送課題やデジタル教材などによる
自学自習支援に加え、オンライン朝の会

やオンライン教科質問の時間も。

一人一台Chromebookを活用

授業だけではなく、家庭学習でも活用。遠隔でも意
見交換や作品共有、課題の提出ができるように。
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友達の顔が久しぶり
に見れてうれしかっ

た（1年生）

先生に質問でき
る時間があった
ので安心できた
（3年生）



顕在化した課題とその解決策13

・保護者同士のつながりが希薄。
（特に附属小以外から入学した生徒の
保護者の不安大。）

・対面の活動に三密を防ぐ工夫など
感染対策が必要。

・コロナ禍の対応で、先生方の負担増。

◆活動計画の見直しと
活動内容の工夫・改善

◆コロナ禍での活動方針
の策定

・感染対策をした上での対面での活動
・PTAメール・SNSの活用
・オンライン会議の活用

・新型コロナウイルス感染症の感染への
不安、業種によっては行動制限もあり
PTA活動に躊躇。

課題 解決策

・広報委員の1人あたりの活動が多く、
応募が少ない。短時間でより多くの人
に関わってもらうため見直しが必要。

持続可能なPTA活動に向けて
重要なことは何か？

を考える



【方針】

（１）緊急事態宣言、蔓延防止重点措置の期間中
PTA活動を控える。外部の方との接触がある場合は自粛する。

（２）上記期間以外の場合
感染対策を行いながら、最低限の人数で分散して活動を行う。

＜校外＞外部の方との接触がある場合は、相手先の事情を考慮し実施を検討した上で、
感染対策を行いながら実施する。

＜校内＞校内の状況により、感染対策を行いながら実施する。保護者の来訪は最少人
数におさえ、分散しての来訪などを工夫する。

※ワクチンを接種するつもりだが未接種、基礎疾患があるなど、活動に不安な委員さんから申し
出があった場合は活動を控えていただく。

コロナ禍での活動方針の策定14



15 文化委員会：活動計画の見直し、工夫

Do(実行）Plan（計画）

・6月に情報交換会が実施できなかったため、
「PTA会員専用ブログ」で情報提供。

・高校見学は、高校の事情を配慮し、緊急事態
宣言、蔓延防止重点措置の期間以外に、感染
対策をした上で実施。

・委員さんとのやりとりはメールを活用。

・ぞうきん大作戦は、10月から実施し、
例年よりも募集期間を長くして協力しやすく。

・文化委員会の主な活動
1.情報交換会(6月頃)
2.文化講座&懇親会(6月頃)
3.運動会飲食販売(9月)
4.PTA研修会［私立高校見学(11月］
5.ぞうきん大作戦(10月～)

・6月の情報交換会、文化講座＆懇親会
は、実施しようと企画をしていたが、5月から
の感染拡大のため中止することを判断。

・今後のコロナ禍の感染状況を鑑みながら、
活動再開は慎重に判断。ソーシャルディスタ
ンスが必要な今だからこそ、より必要とされる
『人との交流や繋がりを持てる機会』をPTA
が継続して担いたい。

・参加募集のアンケートは、Googleフォームを活
用し、集計などの負荷を削減。

Check（評価）※途中経過



16 文化委員会:これまでの活動内容

＜情報交換会＞ ＜文化講座＆懇親会＞

健康・ウォーキングをテーマにした講座

お弁当づくり講座

中学校生活で気になる不安や課題を解
決する情報交換会。

附属小の4年生以上
の保護者にも声をかけ、
約170名が参加

保護者の困りごとや日頃の悩みを解決するため、講師をおよびして講演や
レッスンを受け、その後懇親会を実施。



17 文化委員会:これまでの活動内容

＜高校訪問＞＜運動会での飲食販売＞ ＜ぞうきん大作戦＞

子どもたちの環境整備のために活
用するぞうきんを作成する活動。
お仕事やご家庭のご事情で来校
が困難な方にもご参加、ご協力
いただける活動のため、約200枚
のぞうきんが集まり、保健室・各
研究室・昇降口・部活動・グラウ
ンド整備・清掃などで使用！

附属中の保護者だけで、少人数で
ゆったりと見学、説明を聞くことができ
るため、満足度がとても高い。

運動会でお弁当や飲み物の販売をし、飲
食販売の売り上げは、子どもたちの環境整
備などのために使用。コロナ禍では、飲食販
売は感染リスクを考慮して、中止の判断。



厚生委員会：活動計画の見直し、工夫18

①たすきの使用中止 ②チェックシート(回答用紙)
をGoogleフォームへ変更

＜登下校査察について＞

・同じたすきを共有することに
よっての感染を防止したい。

・コロナ禍での委員の学校への
立ち入りを最小限に控えたい。

・お便りや封筒などの印刷・配
布など先生方への負担を減ら
したい。

Do（実行）Plan（計画）



Check（評価）

19 厚生委員会：変更・工夫の評価・検証

◆成果 変更前 変更後

学校での活動時間 12時間 0時間

来校回数 ２～６回 ０回

配布物（印刷物） 1080枚 540枚

封筒使用 540枚 0枚

◆プロセス 変更前 変更後

①事前準備 □配布物２点
「登下校査察のお願い」
「チェックシート(回答用紙)」

□配布物１点 「登下校査察のお願い」

□Googleフォームの作成/メールで送信

□先生に手配依頼
「査察用封筒」 「学年名簿」(たすきチェック用) 「たすき」

中止

②査察セット準備 □たすきの番号を名簿に記入、封筒の表書き、封入作業 中止

③査察日以降 □回収ボックスの確認 中止

④査察後 □たすき返却チェック 中止

□未返却の方へお便り配布 中止

□査察報告書作成（自宅作業) □査察報告書作成（自宅作業)



20 厚生委員会：【参考】査察報告書



＜８月に活動計画見直し＞
新型コロナウイルス感染拡大により、取材回
数、取材人数を減らす。一人あたりの活動量
の調整。

21 広報委員会：活動計画の見直し、工夫

Do（実行）

・ホームページの認知度が
低く、閲覧数が少ない。
→認知度を高め、忙し
い保護者の方が、すぐ
にアクセスできるように。

・参観日などの減少で学校
の様子を知りたいという声
がある。
→親子の会話の糸口とな
るような伝え方の工夫。

・感染リスクを減らす打ち合
わせ方法や情報共有の仕
方を工夫。

Plan（計画）

・月に１回程度メール配信
でホームページ更新をお知
らせ。

・ニーズのあるテーマを検討
して取材。

・保護者に学校の雰囲気
を伝えたいため、いくつか
「1分以内の動画」も掲載。

・委員同士の情報共有は
主にメール、LINEを活用。
打ち合わせは、オンライン会
議で実施。

Check（評価）

・ホームページの閲覧数
対前年比 約2.5倍増！
（メール送信後１～２日の
アクセスが多い）

・オンライン会議や、SNSで情報
共有することにより委員さんの
感染リスク減。

・予定より活動時間が長くなりが
ち。一部の委員さんに偏りがち。
短時間で、より多くの委員さん
が関わりやすい仕組みづくりが
必要。

http://2.bp.blogspot.com/-9XNPxALfTtk/VJF_bQjsXdI/AAAAAAAAp20/P9rSAMjQr7s/s800/camera_joshi.png
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22 広報委員会：ホームページの記事例

動画



23 広報委員 募集方法/活動内容の見直し

Action（改善）

広報委員会(合計14人)

① 新聞づくり…10人
・３時間程度の打ち合わせ×3回程度

②ホームページ担当…4人
・年に1人2～４回程度
・学校行事の写真撮影、原稿作成

広報委員会 (合計35人）
①新聞づくり…15人 ※来校1回2時間程度
・写真/撮影担当
・学年ページ作成担当
・誌面チェック担当
・デザイン担当

②ホームページ担当…20人 ※来校1回2時間程度
・写真撮影担当
・コメント作成担当
・チェック担当

◆年間の取材回数（年間10回など）の枠を決める。
年に1人1回程度の取材、ペア体制で負担感を下げる。

◆原稿書くのが苦手でも大丈夫、写真メインで簡潔な原稿に。（基本フォーマットやマニュアル作成）

◆活動を細分化。委員1人あたりの活動時間を短く。

◆自宅でもできるチェック担当などを増やし、かかわりやすく。

検討中

OK！

OK！

OK！



予測困難で変化の激しい環境の中だからこそ・・・

◆先生方・保護者・生徒の声を聴く。

持続可能なPTA活動に向けて重要なこと

課題を発見し、目的を考える

柔軟な変更、取組みの工夫・改善

振り返り、効果検証

仕組みづくりをして次年度へ引き継ぐ

Check（評価）

Action（改善）

Do（実行）

Plan（計画）

◆日々の振り返りを大事に、PDCAサイクルの確立。
いつ、どこで、誰がやってもできる仕組みづくり。

◆生徒の安心・安全を第一に、
伝統の意味を考えながら、柔軟に対応。
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ご清聴ありがとうございました。
より詳しい活動内容につきましてはホームページからご覧ください。

https://www.fuchu-pta.net/


